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これまでは学級で児童が新型コロナウイルスの感染が確認された場合、学級内等で感染が広

がっている可能性が低い場合においても、学校ＰＣＲ検査の実施にご協力をいただいておりま

したが、令和４年６月１３日付けで、沖縄県教育委員会教育長より、学校での児童の新型コロ

ナウィルス対応の一部改正があり、学校で感染者と接触があった場合、学校ＰＣＲ検査を実施

せず、「接触者ＰＣＲ検査センター」等を受検することをご案内することへの変更のお知らせ

がありました。

※小学校で陽性者が確認された場合の対応について（６月１３日～）

①学校ＰＣＲ検査は行いません。（変更）

②学校での無症状の児童については、登校、外出制限はありません。
③学校で感染者との接触があった児童については、必要に応じて接触者ＰＣＲセンター等を
受検してください。（変更）

④「感染リスクの高い場面での接触があった児童」は、一定期間出席停止となります。
接触者ＰＣＲセンター等を受検してください。（変更）

⑤有症状者（児童）やその濃厚接触者となりうる同居の方は、必要に応じて、各家庭で抗原

検査キットの申し込みが可能です。（変更）

⑥接触者ＰＣＲセンター等を受検結果については、学校 HP「新型コロナウイルスに係る情
報提供」への入力をお願いします。

保護者の皆様におかれましては、引き続き、新型コロナウイルス感染防止対策についての御

理解と御協力をよろしくお願いします。

抗原検査キット

沖縄県南部接触者 申込みサイト

PCR 検査センター QR コード
QR コード TEL 080-4102-0246

６月２５日には、学校創立１４０周年記念日に ６月２２日 (水 )に本校の保護者でも
なります。旧佐敷町内には、横断幕やポスターが あり、県立盲学校教師の石川宏明先生
目立つようになり、ラジオでは卒業生である津波 を講師に招いて、視覚障害に関する学
信一さんが校歌や園歌等を流してくれました。 習を４年生が実施しました。
先週の木曜日（ 6/16）に創立 140 周年記念事業の 盲学校で実際に使っている点字の教

一環として、子ども達が作成した「キャラクター」 科書を見せてもらったり、二人一組で
「標語」「作文」の審査会が実施されました。 のアイマスクしての階段の上り下り体
「キャラクター」の部では１１作品の入賞、「標 験等の貴重な学習をしました。
語」の部では３作品の入賞、「作文」の部では、「で 介助する人が半歩前で歩いたり、肩
っかい夢賞」で４作品入賞、「やればできる賞」 に手を添えてもらうことで、安全に介
で３作品入賞が決定しました。「尚巴志賞」「波多 助できる事などを学んだようです。
江賞」は、９／３０まで追加募集になりました。
裏面には子ども達の入賞作品を掲載しています。
学校ホームページには、カラー掲載予定です。

創立 １ ４ ０周年記念事業の推進



創立１４０周年記念事業期成会による佐敷小の子ども達に「自分ごと」として周年事業を感じて、

取り組んでもらおうとキャラクター・標語・作文を募集しました。数多くの作品応募があり、6月16

日(木)に期生会長をはじめ役員による作品審査会を開催し入賞作品が決定しました。入賞した作品は、

記念タオルやクリアファイル、記念誌への掲載等に活用していく予定です。審査員からは子ども達

の発想力への高い評価と「でっかい夢」「やればできる」という子ども達の前向きな高い志につい

ておほめの言葉がありました。

キャラクター・標語・作文の入賞作品 決定！！




